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（平成10年５月１日現在）

世帯数　　　　537戸
男　子　　　　692人
女　子　　　　712人
計　　　 1,404人

Ｈ9.５.1現　1,418（△ 14）
Ｈ8.５.1現　1,458（△ 54）
Ｈ7.５.1現　1,518（△114）
Ｈ6.５.1現　1,529（△125）
Ｈ5.５.1現　1,588（△184）

六
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
、
よ
く
雨
が

降
り
ま
す
。
こ
の
季

節
の
雨
や
、
雨
の
降

る
期
間
を
”つ
ゆ
“
と

い
い
ま
す
。「
梅
の
雨
」

と
い
う
漢
字
を
か
い

て
「
つ
ゆ
」
と
読
む
の
は
、
梅
の
実

が
熟
す
る
頃
に
降
り
続
く
雨
だ
か

ら
、
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
梅
雨
の
頃
は
、
じ
め
じ
め
と

湿
気
が
多
く
な
る
の
で
、
食
べ
物
が

早
く
腐
っ
た
り
、
カ
ビ
が
は
え
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
手
に
つ
い
た
バ
イ

菌
も
増
え
や
す
く
な
る
の
で
、
外
か

ら
帰
っ
た
ら
必
ず
、
石
鹸
で
手
を
洗

う
こ
と
を
習
慣
づ
け
た
い
も
の
で

す
。で

も
、
梅
雨
の
す
る
こ
と
は
、
こ

ん
な
い
や
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

雨
が
少
な
く
な
る
夏
の
間
の
、
大

切
な
飲
み
水
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
食
べ
る

お
米
や
野
菜
が
大
き
く
な
る
の
に

は
、
と
て
も
役
に
た
つ
、
大
切
な
雨

で
も
あ
る
の
で
す
。

暦
の
上
で
は
、
六
月
十
一
日
が
入

雨
、
つ
ま
り
梅
雨
の
始
ま
り
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
際
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
年
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

ど
う
も
、
今
年
は
そ
の
時
期
が
早

ま
り
そ
う
で
す
。

（
山
口
）

❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁

❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁

お母さんありがとうk
（1） 平成10年５月25日 か　　わ　　べ 第 125 号

５
月
の
第
二
日
曜
日
は
「
母
の
日
」。

母
の
日
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
る
と

い
う
習
慣
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
入
っ
て
き

た
も
の
で
、
母
を
亡
く
し
た
あ
る
女
性

が
、
母
が
好
ん
だ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

花
を
胸
に
飾
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
定
着

し
、
学
校
か
ら
広
ま
っ
た
”お
母
さ
ん

あ
り
が
と
う
“
の
文
字
。

最
近
の
母
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
約

し
た
上
位
は
、

①
あ
り
が
と
う

②
い
つ
ま
で
も
元
気
で

③
長
生
き
し
て
下
さ
い

そ
し
て
、
四
番
目
は
心
底
か
ら
の
謝

辞
「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
で

す
。

河
辺
幼
稚
園
児
た
ち
が
「
母
の
日
」

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
母
の
似
顔
絵
、
多

く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
母
さ
ん
に
届
い

た
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
６
月
の
第
三

日
曜
日
は
「
父
の
日
」、
園
児
た
ち
は

ど
ん
な
”白
い
バ
ラ
“
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
父
さ
ん
に
届
け
る
で
し
ょ
う
。

（河辺幼稚園児たち）
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氏名 上川　靖睦

所属課 総 務 課

※
役
場
職
員

※
警
　
察
　
官

※
河
辺
郵
便
局

氏名 石丸　和雄

（松山西警察署より）

校長 岡部　良三

（中野小より）

局長代理　西山　俊憲

（湯山郵便局より）

専門員　増本　生子

（天神小より）

※
小
　
学
　
校

講師　坂本　秀樹教頭　松田　宗治

（柳沢小より）

教諭 谷水　健二

（長浜小より）

養教　永田　由美

（平小より）

※
林
　
業
　
課

※
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

氏名　篠原　一恵

担当　生活改善係

氏名　松岡　真悟

担当　林業改良指導員

※
中
　
学
　
校

み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

優
秀
観
光
地
づ
く
り

賞
は
、
観
光
客
は
も
と

よ
り
地
元
の
人
々
に
も

喜
ば
れ
る
観
光
地
づ
く

り
を
積
極
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
し
、
そ
の
実

績
が
顕
著
で
、
他
の
団

体
の
参
考
と
な
る
よ
う

な
地
方
公
共
団
体
等
が

表
彰
さ
れ
て
お
り
ま

す
。今

回
が
第
五
回
目
に

な
り
ま
す
が
、
四
国
で

は
ま
だ
受
賞
し
た
団
体

が
な
く
、
河
辺
村
が
四

国
で
初
め
て
受
賞
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
。
書
類

審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
そ
し
て
現
地
調

査
と
厳
重
な
審
査
の
結

果
、「
地
域
の
文
化
財
と

自
然
・
歴
史
を
ミ
ッ
ク

ス
し
て
い
る
。」「
高
齢

化
、
少
子
化
に
悩
む
過

疎
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
”廃

校
“
を
蘇
ら
せ
た
策
は
高
く
評
価

で
き
る
。」「
坂
本
龍
馬
に
こ
だ
わ

り
、
こ
の
道
ひ
と
す
じ
に
継
続
し
、

次
々
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
育

て
た
点
が
よ
い
。」「
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
は
長
く
熱
心
で
、
行

政
、
企
業
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

活
動
を
評
価
す
る
。」
と
の
審
査
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
を
機
会
に
更
な
る
進

展
を
図
る
た
め
に
、
通
年
観
光
地

と
し
て
の
施
策
や

地
元
特
産
品
の
開

発
な
ど
を
通
じ
、

河
辺
村
の
地
域
経

済
に
大
き
な
効
果

を
あ
げ
る
よ
う
行

政
、
住
民
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組

み
が
望
ま
れ
る
。

（受賞された表彰状とふるさとの宿）

～おめでとうございます～

四国初受賞！優秀観光地づくり賞 ～熱しやすく冷めにくい地域づくり～
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新
入
園
児
紹
介

氏　名 藤田　拓弥

保護者 藤田　豊寿

好きな
乗り物 自転車

氏　名 有友　正太

保護者 有友　康男

好きな
乗り物 自転車

氏　名 露口慎之介

保護者 露口　里志

好きな
乗り物 ミニ四駆

氏　名 高木　健大

保護者 高木　富重

好きな
乗り物 飛行機

氏　名 請田　浩典

保護者 請田　竹男

好きな
乗り物 おうちの車

役
職
員
紹
介

は
新
任
で
す

☆
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長

大
森
　
高
知

委
　
　
　
員

佐
々
木
一
男

委
　
　
　
員

本
田
八
千
代

委
　
　
　
員

森
川
　
好
二

☆
分
　
館
　
長

植
松
分
館
長
　
古
野
　
青
弘

坂
本
分
館
長
　
松
下
　
義
之

大
伍
分
館
長
　
河
本
　
正
生

北
平
分
館
長
　
梶
川
　
吉
彦

☆
体
育
指
導
委
員

本
門
　
哲
也

塚
野
　
　
靖

真
田
　
耕
志

福
宮
　
　
聖

☆
振
興
青
年
会
議

議
　
　
　
長
　
徳
見
　
和
也

副
　
議
　
長
　
久
保
　
龍
哉

副
　
議
　
長
　
久
保
　
雅
樹

☆
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
　
　
　
長
　
清
水
　
美
孝

副
　
会
　
長
　
中
津
　
博
文

副
　
会
　
長
　
梅
木
加
津
子

副
　
会
　
長
　
金
井
　
　
碩

☆
校
　
長
　
会

会
　
　
　
長
　
岡
部
　
良
三

☆
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
増
本
喜
久
男

委
　
　
　
員
　
谷
本
　
幸
徳

委
　
　
　
員
　
谷
本
　
義
隆

委
　
　
　
員
　
河
野
　
英
昌

☆
行
政
連
絡
協
議
会

委
　
員
　
長
　
本
門
　
一
三

☆
消
　
防
　
団

団
　
　
　
長
　
栄
野
　
安
広

副
　
団
　
長
　
松
本
意
思
男

第
一
分
団
長
　
武
田
　
福
男

第
二
分
団
長
　
露
内
　
　
進

第
三
分
団
長
　
真
田
　
玉
喜

第
四
分
団
長
　
本
田
　
　
修

旅
行
中
は
雨
に
な

る
だ
ろ
う
と
い
う
週

間
予
報
を
気
に
し
つ

つ
、
空
港
で
は
初
め

て
の
飛
行
機
に
ド
キ

ド
キ
し
て
、
せ
っ
か

く
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
合
室

で
も
落
ち
着
か
な
い

様
子
。
３
年
生
12
名

を
乗
せ
た
飛
行
機

は
、
に
ぎ
や
か
な
悲

鳴
と
と
も
に
離
陸
し

ま
し
た
。
し
か
し
目

的
地
の
奈
良
も
京
都

も
初
夏
を
思
わ
せ
る

暑
さ
。
他
の
修
学
旅

行
生
や
観
光
客
で
混

み
合
う
中
、
寺
社
を

汗
だ
く
に
な
っ
て
回

り
ま
し
た
。

二
日
目
は
自
主
研
修
が
メ
イ
ン

で
す
。
二
班
に
分
か
れ
て
京
都
市

街
の
行
き
た
い
場
所
を
自
分
た
ち

の
力
で
見
学
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
事
前
に
じ
っ
く
り
計
画
を

立
て
た
は
ず
な
の
に
、
逆
方
向
の

バ
ス
に
乗
り
そ
う
に
な
っ
た
り
、

班
員
が
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
り
と

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
続
出
。
そ
れ
で

も
地
図
を
頼
り
に
班
員
同
志
協
力

し
て
、
何
と
か
集
合
場
所
ま
で
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
く
た
く
た
に
な
っ
た
子

供
た
ち
に
、
ホ
テ
ル
と
旅
行
社
か

ら
本
物
の
舞
妓
さ
ん
と
交
流
で
き

る
と
い
う
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
三
味
線
に
合
わ
せ

た
踊
り
の
後
、
子
供
た
ち
の
質
問

に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。四

日
目
の
甲
子
園
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
阪
神
の
応
援
団
の
前

に
陣
ど
り
、
声
を
は
り
あ
げ
て
応

援
し
ま
し
た
。
電
光
掲
示
板
に
河

辺
中
学
校
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
球

場
に
来
て
い
た
愛
媛
出
身
の
女
性

も
「
懐
か
し
い
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
熱
心
な
応
援
の
お

か
げ
で
し
ょ
う
か
、
阪
神
は
ヤ
ク

ル
ト
に
大
差
で
勝
ち
、
観
客
席
は

更
に
わ
き
ま
し
た
。

新
鮮
な
発
見
と
驚
き
に
満
ち
た

旅
行
で
し
た
が
、
体
調
を
崩
し
後

半
思
う
よ
う
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
生
徒
の
こ
と
を
考
え
る
と
胸
は

痛
み
ま
す
。
し
か
し
心
配
し
て
い

た
雨
も
何
と
か
も
っ
た
の
は
幸
い

で
し
た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
続
き
の
今

回
の
旅
行
は
、
様
々
な
形
で
子
供

た
ち
の
心
に
焼
き
つ
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

～楽しかった“思い出”を忘れずに～

思い出一杯の修学旅行
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平
成
十
年
七
月
二
十
六
日
、
大

洲
市
若
宮
の
肱
川
第
一
号
緑
地
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
第
二
十
一
回

愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区

大
会
」
に
、
河
辺
村
消
防
団
の
代

表
と
し
て
、
第
三
分
団
が
出
場
い

た
し
ま
す
。

こ
の
競
技
は
、
操
作
員
四
名
が
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
、

実
際
に
放
水
し
一
定
時
間
内
に
標

的
を
倒
す
競
技
で
、
規
律
、
安
全
、

確
実
、
迅
速
性
を
競
う
も
の
で
す
。

な
お
、
出
場
選
手
は
つ
ぎ
の

方
々
で
す
。

指
揮
者
　
　
請
田
　
竹
男

一
番
員
　
　
柴
田
　
　
学

二
番
員
　
　
花
岡
　
示
光

三
番
員
　
　
寺
野
　
裕
明

地
区
大
会
の
優
勝
を
目
指
し

日
々
訓
練
に
励
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
暖
か
い
御
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（左から指揮者、１・２・３番員）

大会まで頑張って下さい。

”
第
三
分
団

消
防
操
法
大
会
出
場
“

防
災
だ
よ
り

土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え

今
年
も
ま
も
な
く
、
梅
雨
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
季
節
は
、

長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
河
川
の

増
水
や
が
け
く
ず
れ
な
ど
の
災
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

総
務
消
防
係
　
係
長
（兼）
玉
井
　
　
縁 

財
　
政
　
係
　
係
長
　
谷
本
　
寿
幸 

企
画
・
商
工
観
光
係
　
係
長
　
本
門
　
哲
也 

　
　
〃
　
　
　
主
事
　
上
川
　
靖
睦 

庶
　
務
　
係
　
係
長
　
土
居
美
栄
子 

　
　
〃
　
　
　
主
査
　
井
脇
　
敏
恵 

　
　
〃
　
　
　
主
事
（併）
大
森
　
春
美 

　
　
　
　
　
　
技
手
　
富
永
　
忠
寿 

　
　
　
　
　
　
技
手
　
角
藤
喜
久
雄 

　
　
　
　
　
　
技
手
　
久
保
　
龍
哉 

税
　
務
　
係
　
係
長
　
智
葉
　
雅
敬 

　
　
〃
　
　
　
主
事
　
寺
野
　
裕
明 

戸
　
籍
　
係
　
係
長
　
高
橋
サ
エ
子 

民
　
生
　
係
　
係
長
（兼）
河
野
　
英
昌 

介
護
保
険
係
　
係
長
　
福
見
都
志
子 

年
　
金
　
係
　
係
長
　
梅
木
キ
ヨ
カ 

衛
　
生
　
係
　
主
査
　
久
保
　
雅
樹 

国
　
保
　
係
　
係
長
（兼）
長
岡
　
盛
光 

　
　
〃
　
　
　
係
長
（兼）
酒
井
　
　
勇 

　
　
〃
　
　
　
主
事
　
福
宮
ひ
か
る 

保
　
健
　
婦
　
嘱
託
　
本
山
　
薫
美 

農
林
振
興
係
　
係
長
　
冨
永
　
重
則 

　
　
〃
　
　
　
主
査
　
山
本
　
和
明 

農
林
土
木
係
　
係
長
　
藤
田
　
豊
寿 

　
　
〃
　
　
　
主
査
　
石
浦
　
　
陽 

建
　
設
　
係
　
係
長
　
谷
本
　
富
英 

　
　
〃
　
　
　
主
査
　
真
田
　
耕
志 

水
　
道
　
係
　
主
事
　
柴
田
　
　
学 

村
直
営
係
　
技
手
　
和
気
　
唯
勝 

　
　
〃
　
　
　
技
手
　
藤
岡
　
貴
浩 

庶
　
務
　
係
　
主
査
　
河
野
真
由
美 

課
　
　
長
　
梅
木
　
良
照 

課
長
補
佐
　
玉
井
　
　
縁 

課
　
　
長
　
松
本
　
　
明 

課
　
　
長
　
河
野
　
英
昌 

課
長
補
佐
　
長
岡
　
盛
光 

　
〃
　
　
酒
井
　
　
勇 

所
　
　
長
（兼）
新
田
　
義
和 

課
　
　
長
　
河
本
　
　
治 

課
長
補
佐
　
長
岡
　
　
勇 

総

務

課 

住

民

課

 

福

祉

課

 

産
業
建
設
課 

老
人
福
祉 

セ
ン
タ
ー 

村　長 
大　野　富士男 

助役　田中　　弘 

河辺村行政組織一覧表 
［平成１０年４月１日 現在］ 



一
、
土
砂
く
ず
れ
な
ど
の
起
こ
る

危
険
な
所
は
な
い
か
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

一
、
万
一
に
備
え
、
家
族
で
避
難

場
所
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
発
生
時

は
、役
場
、川
上

支
署
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ

い
。
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注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
近
く
の
谷
川
、
水
路
に
ゴ
ミ

な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

大洲消防署では、消防の力強さ、
優しさをイメージしたマスコット
マークを募集しています。
入選作品は、作業服や消防車両

にプリントするなど、さまざまな
ものに活用させていただきます。

★募集期間 平成10年９年30日d

まで
★ 賞　　 最優秀作品１点

（賞状と副賞）
佳作２点
（賞状と副賞）

応募者全員の中から抽選で10名
の方に粗品を進呈します。
★発表
入賞者には平成10年11月頃に通

知するとともに広報紙「広域消防
おおず」に掲載します。
★応募方法
①指定用紙又はＡ４サイズの紙
を使用してください。
②指定用紙は、大洲消防署・内
山支署・長浜支署・川上支署
に用意しています。

《送付先及び問い合わせ先》
〒795－0012 大洲市大洲1034－４
大洲消防署「マスコット募集係」
1（0893）24－2665

消防マスコットマーク
大　募　集

看
　
護
　
婦
　
　
　
　
和
気
佐
由
美 

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
冨
永
　
栄
子 

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
有
友
　
一
恵 

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
高
木
千
津
野 

出
　
納
　
員
　
係
長
　
樽
井
　
　
優 

　
　
〃
　
　
　
主
査
　
奥
平
美
香
江 

学
校
教
育
係
　
係
長
　
西
永
千
恵
子 

　
　
　
　
　
　
技
手
　
渡
部
　
磯
若 

　
　
　
　
　
　
技
手
　
北
地
冨
美
雄 

調
　
理
　
員
　
技
手
　
船
田
　
豊
香 

  

社
会
教
育
係
　
係
長
　
長
岡
美
枝
子 

　
　
〃
　
　
　
主
査
　
五
頭
　
祥
介 

  

　
　
　
　
　
　
主
任
　
名
本
　
升
子 

 
　
　
　
　
　
　
教
諭
　
小
川
　
幸
重 

　
　
　
　
　
　
教
諭
　
菊
地
久
美
子 

　
　
　
　
　
　
書
記
　
大
森
　
春
美 

　
　
　
　
　
　
係
長
（兼）
冨
永
　
重
則 

　
　
　
　
　
　
書
記
　
玉
井
　
　
縁 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
居
美
栄
子 

　
　
　
　
　
　
書
記
（兼）
大
森
　
春
美 

事
務
局
長
　
本
竜
　
拙
宗 

事
務
局
長
（兼）
長
岡
　
　
勇 

書
記
長
（兼）
梅
木
　
良
照 

補
助
職
員
（兼）
本
竜
　
拙
宗 

議
会
議
長
　
長
岡
　
吉
男 

農
委
会
長
　
大
野
富
士
男 

選
管
委
員
長
　
増
本
喜
久
男 

代
表
監
査
委
員
　
森
川
　
重
生 

所
　
　
長
　
小
田
原
一
哉 

事
務
長
　
新
田
　
義
和 

課
　
　
長
　
高
木
　
　
昭 

課
　
　
長 

館
　
　
長
（兼）
上
野
　
富
雄 

診

療

所 

学
校
教
育
課 

所
　
　
長
（兼）
高
木
　
　
昭 

給
食
セ
ン
タ
ー 

出

納

室

 

社
会
教
育
課 

公

民

館

 

（兼） 

河
辺
小
学
校 

河
辺
幼
稚
園 

収入役　山田　清美 
教育長　加茂　一司 

教育委員会 
委員長　大森　高知 
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「
星
が
き
れ
い
だ
な
。」
子

ど
も
の
頃
、
あ
た
り
前
に
見
て

い
た
星
空
を
、
河
辺
に
帰
省
す

る
度
に
、
う
っ
と
り
と
眺
め
て

い
る
。

現
在
、
三
人
の
子
ど
も
の
子

育
て
に
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
だ

が
、
年
に
一
、
二
度
、
夫
と
子

ど
も
と
共
に
河
辺
に
帰
省
す

る
。
普
段
は

叱
っ
て
ば
か

り
の
私
が
、

ち
ょ
っ
と
だ

け
優
し
い
お

母
さ
ん
に
変

わ
る
か
ら

か
、
い
と
こ

の
お
兄
さ
ん

達
と
遊
べ
る

か
ら
か
子
供

た
ち
は
河
辺

が
大
好
き

だ
。ふ

る
さ
と

公
園
の
長
い

す
べ
り
台
、

頂
上
ま
で
の

長
い
坂
道
も

大
人
顔
負
け

の
ス
ピ
ー
ド

で
ど
ん
ど
ん

登
っ
て
い

く
。
お
い
し
い
空
気
を
た
く
さ

ん
吸
っ
て
心
も
体
も
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
い
る
。

私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
星
が

輝
き
出
す
ま
で
外
で
遊
ん
で
い

た
。
春
は
レ
ン
ゲ
の
首
か
ざ
り

作
り
、
夏
は
川
で
水
遊
び
、
秋

は
稲
か
り
後
の
段
々
田
ん
ぼ
を

上
か
ら
跳
ん
で
下
り
て
足
が
ジ

ン
ジ
ン
し
た
っ
け
…
。
冬
は
雪

だ
る
ま
作
り
。
道
具
な
ん
か
な

く
て
も
自
然
の
中
で
色
々
な
遊

び
を
し
た
。
小
さ
い
子
は
大
き

い
子
を
見
て
遊
び
を
お
ぼ
え
、

大
き
い
子
は
小
さ
い
子
を
労
る

気
持
ち
を
お
ぼ
え
た
。

実
家
の
あ
る
寺
薮
も
、
道
路

が
二
車
線
に
な
り
、
新
し
い
家

が
立
ち
並
び
随

分
変
わ
っ
た
が

私
が
帰
る
度

に
、「
真
由
美

ち
ゃ
ん
帰
っ
た

か
。」
と
声
を

か
け
て
く
れ
る

近
所
の
お
じ
さ

ん
お
ば
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
頃
か

ら
変
わ
ら
な

い
。最
近
で
は
、

「
市
川
さ
ん
の

奥
さ
ん
」「
○

○
ち
ゃ
ん
の
お

母
さ
ん
」
で
し

か
な
い
私
が
、

今
で
も
「
真
由

美
ち
ゃ
ん
」
私

個
人
に
な
れ
る

河
辺
は
大
事
な

ふ
る
さ
と
だ
。

「
人
は
死
ぬ

と
星
に
な
る
。」
昔
、
母
が
言

っ
た
の
だ
っ
た
ろ
う
か
…
。
日

頃
は
ゆ
っ
く
り
と
星
を
眺
め
る

事
な
ど
な
い
け
れ
ど
、
星
を
見

る
と
、
母
を
な
つ
か
し
く
思
う
。

河
辺
の
美
し
い
星
空
だ
け
は
、

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
で
い

て
ほ
し
い
。

ふるさとに望む

徳島県
市川真由美

（旧姓渡辺）

（寺薮出身）

平
成
十
年

度
の
河
辺
愛

友
会
定
期
総

会
が
会
員
五

十
名
の
参
加

の
も
と
「
河

辺
ふ
る
さ
と

の
宿
」
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。河

辺
村
か

ら
も
、
大
野

河
辺
村
長
、

長
岡
河
辺
村

議
会
議
長
が

来
賓
と
し
て

出
席
さ
れ
、

外
に
も
宮
岡

副
議
長
、
田

中
助
役
、
加

茂
教
育
長
、

梅
木
総
務
課

長
等
も
参
加

し
愛
友
会
員

と
の
交
流
が

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば

に
引
き
続
き
、
高
田
愛
友
会
会
長

よ
り
、
大
野
河
辺
村
長
に
十
月
桜

贈
呈
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
十
月
桜
は
、
二
月
に
受

領
し
、
ふ
る
さ
と
公
園
の
一
角
、

生
活
館
や
才
谷
屋
の
裏
に
記
念
植

樹
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○『サマージャンボ宝くじ』の賞金は、１等・前後賞併せて
１億5,000万円。１等6,000万円。前後賞各4,500万円。
○『今年のサマージャンボ宝くじは、ファンのニーズに応え
て盛りだくさんの賞金を用意しております。』
３等　100万円×2,000本（40ユニットの場合）
４等　 5万円× 8万本（40ユニットの場合）
５等　　1万円× 40万本（40ユニットの場合）
６等　3,000円×400万本（40ユニットの場合）
特別賞（ラッキーレジャー賞）

50万円×4,000本（40ユニットの場合）
○『この宝くじの収益金は市町村の明るく住み良い街づくり
に使われます。』
○『発売期間は平成10年7月21日（火）から8月7日（金）まで。』
○『抽せん日は平成10年8月18日（火）』
○『この宝くじの購入には、予約引換券は不要です。』
○『この宝くじは通信販売で買うこともできます。』
○『昨年のサマージャンボ宝くじ（第369回全国自治宝くじ）
の時効（平成10年8月24日）が迫っておりますのでお忘れなく。』

～龍王橋にて記念撮影～

$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$
$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$
$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$
$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$
$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$
$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

第15回 愛友会総会
ふるさとの宿で開催される
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#
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#
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#
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#
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#
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自
治
医
科
大
学
５
年

宮
本
　
昌
武

河
辺
村
診
療
所
で
実
習

を
行
わ
せ
て
頂
い
て
か

ら
、
早
一
ケ
月
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
診

療
所
で
御
活
躍
さ
れ
て
い

る
小
田
原
先
生
を
訪
ね

て
、
地
域
と
そ
の
医
療
を

知
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
大
学
の
実
習
と
は

全
く
違
っ
た
、
多
く
の
体
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

医
療
の
実
習
で
は
、
地
域
医
療

を
行
う
上
で
の
必
要
と
考
え
ら
れ

る
問
題
等
が
、
自
分
な
り
に
考
え

（7）平成10年５月25日 か　　わ　　べ 第 125 号

診

療

所

だ

よ

り

☆
50
歳
ご
ろ
を
境
に

人
間
の
骨
格
は
20
歳
代
ま
で

に
完
成
し
ま
す
が
、
成
長
期
に

カ
ル
シ
ウ
ム
や
た
ん
ぱ
く
質
を

た
く
さ
ん
と
る
こ
と
と
、
十
分

に
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

丈
夫
な
骨
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。
女
性
で
は
閉
経
期
以
後
に

急
速
に
骨
量
が
減
少
し
、
骨
粗

鬆
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
男
性
で
も
50
歳
代
を
過
ぎ

る
こ
ろ
か
ら
、
骨
量
が
除
々
に

減
少
し
て
き
ま
す
。

☆
「
骨
量
」
と
は
？

食
べ
物
か
ら
吸
収
さ
れ
た
血

液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
99
％
は

骨
に
取
り
込
ま
れ
、
リ
ン
酸
と

結
び
つ
い
て
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ

タ
イ
ト
と
な
り
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン

と
と
も
に
骨
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
骨
を
ビ
ル
と
す
る
と
、

線
維
状
の
た
ん
ぱ
く
質
で
あ
る

コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
鉄
骨
、
ヒ
ド
ロ

キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
の

密
度
が
骨
量
で
、
骨
塩
量
、
骨

密
度
と
い
う
言
葉
も
ほ
ぼ
同
じ

意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
基

準
と
な
る
骨
量
の
数
値
は
年
齢

別
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

骨
量
を
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

骨
粗
鬆
症
や
骨
折
な
ど
の
予
防

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

☆
骨
量
の
測
り
方

骨
量
の
測
定
法
に
は
Ｘ
線
写

真
に
よ
る
方
法
、
Ｘ
線
写
真
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
す
る

方
法
、
Ｘ
線
の
吸
収
を
利
用
す

る
方
法
、
超
音
波
法
な
ど
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
簡
単
に
測
れ
ま

す
。
女
性
の
場
合
は
30
歳
代
、

40
歳
代
に
な
っ
た
と
き
に
１

回
、
閉
経
後
に
は
年
１
回
、
男

性
で
は
50
歳
代
以
後
に
１
回
、

あ
と
は
数
年
に
１
回
ぐ
ら
い
を

目
安
に
定
期
的
に
測
る
と
安
心

で
す
。
当
診
療
所
で
も
骨
量
を

測
れ
ま
す
の
で
、
一
度
ぜ
ひ
測

っ
て
み
て
下
さ
い
。

骨
が
弱
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

―
骨
量
を
測
ろ
う
―

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

昨
年
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
し

た
「
粗
大
ゴ
ミ
」
の
回
収
を
、
五

月
二
十
一
日
か
ら
十
月
八
日
ま
で

の
期
間
で
、
村
内
を
九
回
に
分
け

て
行
い
ま
す
。
各
行
政
区
の
回
収

日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
既
に
行
政

委
員
さ
ん
を
通
じ
ま
し
て
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
収
集
場
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
収
集
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
役
場
よ
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
下
さ
い
、

①
　
粗
大
ゴ
ミ
は
収
集
の
前
日
か

ら
当
日
に
か
け
て
指
定
場
所
に

出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

②
　
解
体
で
き
る
も
の
は
、
出
来

る
だ
け
解
体
し
て
丈
夫
な
ロ
ー

プ
等
で
ま
と
め
て
、
バ
ラ
バ
ラ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
出
し

て
下
さ
い
。

③
　
今
回
に
限
り
無
料
で
す
。
今

後
粗
大
ゴ
ミ
が
出
た
場
合
に

は
、
内
山
衛
生
事
務
組
合
に
直

接
持
ち
込
ん
で
頂
く
か
業
者
に

引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
下
さ

い
。

④
　
一
人
暮
ら
し
の
方
、
一
人
で

運
搬
出
来
な
い
大
き
な
ゴ
ミ
の

あ
る
方
等
は
、
役
場
福
祉
課
ま

で
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

ら
れ
、
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
出
会
い
や
、
ふ
れ
あ
い
が
、
何

よ
り
今
回
の
実
習
で
最
も
得
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
野
球
や

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
飲
み
会
と
色
々

誘
っ
て
頂
い
た
村
の
人
達
の
や
さ

し
さ
は
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。
私
も
将
来
、
長
野
県
で
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
支
払

い
を
免
除
す
る
制
度
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
職
業
に
就
い
て
い
な

い
た
め
収
入
が
な
く
、
保
険
料
の

負
担
が
困
難
な
人
の
保
険
料
を
免

除
す
る
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

こ
の
た
め
村
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
は
免
除
し
、
所
得
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
は
免
除
し

な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
村
民
税
は
課
税
さ
れ
て

い
る
が
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
本

人
や
世
帯
の
所
得
、
資
産
な
ど
か

ら
負
担
応
力
を
判
定
し
、
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま

り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
に
つ
い
て
も
、
親

の
世
帯
の
所
得
状
況
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
が
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
河
辺
村
役
場
福
祉
課
年

金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

地域医療実習を終えて

熱心に研修してます。

粗
大
ゴ
ミ
の

回
収
に
つ
い
て
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陽
だ
ま
り
に
気
も
や
わ
ら
ぎ
て
う
た
た
寝
の

頬ほ
お

に
散
り
く
る
桜
や
さ
し
く

国
井
ミ
ネ
ヲ

物
静
か
に
批
評
さ
れ
い
し
師
の
笑
顔

逝ゆ

き
ま
し
し
今
も
脳
裏
の
う
り

は
な
れ
ず

上
林
ヨ
シ
子

夕
映ば

え
の
空
に
か
か
り
し
飛
行
雲

茜
あ
か
ね
の
色
に
溶と

け
て
流
る
る

戸
田
　
薫
明

一
心
に
石
段
踏ふ

み
し
め
登
り
ゆ
く

金
比
羅
参
り
花
吹
雪
舞
う

谷
本
　
愛
子

雨
や
み
て
狭さ

霧ぎ
り

の
中
に
う
ぐ
い
す
の

声
あ
ざ
や
か
に
鳴
き
つ
づ
く
朝

清
水
　
菊
江

ね
ら
い
打
ち
し
玉
真
直
ま
っ
す
ぐ

に
こ
ろ
が
り
て

命
中
し
た
り
快
音
発
し
て

佐
伯
　
範
男

如
月

き
さ
ら
ぎ

の
寒
さ
に
た
え
て
萌も

え
出
で
し

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
芽
の
青
く
た
く
ま
し

関
井
恵
美
子
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同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

同
和
教
育

―

み
な
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

村
民
の
皆
さ
ん
に
「
同
和
教
育

と
は
ど
ん
な
教
育
で
し
ょ
う
か
？
」

と
た
ず
ね
ま
す
と
「
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
解

消
を
め
ざ
す
教
育
だ
と
思
う
」
と

答
え
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す
。

同
和
教
育
の
ね
ら
い
を
的
確
に

と
ら
え
た
答
え
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
十
年
度
に
は
、

村
民
の
皆
様
の
同
和
問
題
（
人
権

問
題
）
意
識
調
査
の
実
施
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

河
辺
村
で
は
、
昭
和
五
十
二
年

同
和
教
育
協
議
会
を
結
成
以
来
、

二
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
同
和
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
和
教
育
の

ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
教
育
の
終
了

が
出
来
る
よ
う
な
状
況
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

意
識
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
村

で
の
同
和
教
育
の
進
め
方
を
ふ
り

返
り
、
皆
様
の
こ
の
問
題
に
対
す

る
意
識
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
推
進
に
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
と
遠
慮
の
な
い
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ち
な
み
に
、
河
辺
村
で
は
、
昭

和
五
十
五
年
、
六
十
年
、
平
成
五

年
に
意
識
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
参
考
ま
で
に
一
部
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

五
十
五
年
三
十
五
％
、
六
十
年

四
十
三
％
、
五
年
三
十
六
％
。

こ
の
数
字
は
、「
現
在
、
学
校

や
教
育
委
員
会
で
同
和
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
」
の
問
い
に

「
大
い
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
し
っ
か
り

や
る
べ
き
だ
」
と
答
え
て
い
る
人

の
割
合
で
す
。

（
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
）

自
　
10
・
３
・
11

至
　
10
・
５
・
10

☆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

森
　
ノ
ブ
ヨ
（
横
山
中
）

90
才

吉
村
　
正
光
（
名
場
連
）

75
才

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使
い

ま
し
ょ
う

不
法
電
波
は
み
ん
な
の
迷
惑
で

す
。
電
波
法
令
は
電
波
を
正
し
く

利
用
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
に
従
い
、
無
線
機
は

免
許
を
受
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
波
利
用
保
護
旬
間

・
６
月
１
日
〜
10
日

郵
政
省
四
国
電
気
通
信
監
理
局

1
〇
八
九
―
九
三
六
―
五
〇
五
一

電
波
利
用
保
護
旬
間

平成１０年度自衛官募集案内

（注）１．※の平成11年3月新規高等・中学校卒業予定者の受付及び試験期日については、上表にかかわらず、
文部・労働両省から示された期日以降実施します。

２．応募資格年齢の計算日は、各募集種目ごと異なっております。細部の内容等については、それぞれの
募集要項で確認してください。

３．募集人員は、採用予定数（２士男子については、平成８年度の採用実績）を示しています。

大
　
卒
　
等

高
　
　
卒
　
　
等

中
卒

免
許
取
得
者
等

募集種目 募集
人員 受付期間 試験期日 合格発表入（校）隊

幹部候補生

一般
・
技術

陸　68名
海　75名
空　44名

４月８日

～５月15日

６月１日

～６月26日

10年12月１日

～11年１月29日

９月７日

～９月10日

９月16日

～10月14日

９月16日
～10月14日

８月３日 ※

～９月11日

９月16日
～10月13日

８月３日 ※

～９月11日

８月３日 ※

～９月11日

年間を通じて行っ
ております。 ※

８月３日 ※
～９月11日

11月４日 ※
～11年１月４日

①４月13日～５月15日
②10月12日～11月６日

６月１日
～７月３日

10月19日
～11月9日

６月１日

～７月３日

７月10日

11年２月７日

９月19～20日

１次11月14～15日

２次12月15～18日

１次11月７～８日
２次12月９～11日
１次９月23日　　
２次10月16～22日
３次（空）11月15日

～12月11日

１次10月29日
３次11月22～25日

１次９月19日

２次10月７～12日

１次９月19日

２次10月７～12日

受付後に指定しま
す。 ※

９月28～29日

１次11年１月５日
２次11年１月23～

27日
①６月４日
②11月26日

７月29日

11月22～25日

７月30日

１次６月６～７日
（7日は飛行要員のみ）
２次７月７～９日
３次８月16～28日
（航空飛行要員のみ）

１次６月26日
２次７月30日

（航空飛行要員のみ）
最終９月10日

（陸・海）
９月18日（空）

11年３月下旬

～４月上旬

11年３月下旬

～４月上旬

卒業（修了）後

11年４月上旬

11年４月上旬

11年３月下旬

～４月上旬

11年３月下旬
～４月上旬

11年３月下旬

～４月上旬

11年３月下旬

～４月上旬

採用予定通知書で
お知らせします。

11年３月下旬
～４月上旬

11年３月下旬

①10月１日
②11年３月下旬～

４月上旬

10月１日

11年４月上旬

11年４月上旬

10月１日

10月２日

11年４月下旬

11月11日

１次12月８日

１次12月８日
最終11年２月18日

１次10月８日
２次（空）11月６日
最終11年１月29日

１次11月６日

最終11年１月21日

１次10月１日

最終11月19日

１次10月１日

最終11月24日

試験後おおむね

１か月後以降

11月24日

１次11年１月18日
最終11年２月24日

① ９月１日
②11年２月25日

９月１日

11年２月５日

10月１日

９月１日

陸　　
海　約22名
空

陸
海　約10名
空

理工学専攻
約60名

人文社会科学専攻
約15名

理工学専攻
約315名

人文社会科学専攻
約70名

約65名

海　約70名
空　約70名

陸 約100名

陸 約400名

海 約390名

空 約400名

陸 約400名

海 約390名

空 約400名

約 7,600名

陸 約500名
海 約 60名
空 約100名
陸 約250名
海 約 60名
空 約 50名
陸 約５名
海 約４名
空 約４名

約４名

約10名

約30名

医・歯
薬剤
衛生
技術

推薦

一般

貸費学生

防衛大学校

学　　　生

防衛医科大学校学生

航 空 学 生

看 護 学 生

一般曹候補学生

曹 候 補 士

男子

女子

２等陸・

海・空士

自 衛 隊 生 徒

医科・歯科幹部

技術海上幹部

婦人自衛官（看護）
大学・
短大・
高専卒
の　部

免許
の部

技術海曹

編

集

後

記

今
月
号
の
発
行
日
が
、
二
十
一

世
紀
ま
で
あ
と
９
５
２
日
前
。
千

日
を
き
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二

十
一
世
紀
は
も
う
す
ぐ
そ
こ

に
・
・
・
。

}
}
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